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本資料の構成要素 

 

① 題材 単元で扱う題材を示した。 

② 教科書ページ 教科書の該当ページを示した。 

③ 重点化領域 単元で重点的に見取るべき領域を示した。 

④ 配当時間 単元の配当時間の目安を示した。 

⑤ 学習時期 学習する月の目安を示した。 

⑥ 単元目標【Goal】 単元の目標を CAN-DO 形式で示した。教科書【Hop!】の記載と同様。 

⑦ 言語材料 

表現 単元で学習する表現を示した。 

語句 単元で学習する新出単語・語句を示した。 

コミュニケーションに役立つフレーズ 

アニメーションに登場する機能表現 

単元のアニメーションに登場する機能表現を示した。アニメーションの音声

で提示されるもので、文字としては指導書にスクリプトを掲載する。 

※「（ア）相づちを打つ」などは、学習指導要領（平成２９年告示）の「言語の働きに関する事項」

の中の、「言語の働きの例」に示される（ア）～（オ）に対応している。 

機能表現 

《世界の友達》の動画に登場する機能表現を示した。動画の音声で提示され

るもので、文字としては指導書にスクリプトを掲載する。 

※「（ア）相づちを打つ」などは、学習指導要領（平成２９年告示）の「言語の働きに関する事項」

の中の、「言語の働きの例」に示される（ア）～（オ）に対応している。 

Response 単元で扱う相づち等の表現を示した。 

⑧ 

評価規準（例） 

5 領域のうち単元で示した重点化領域について、３つの観点で示している。

1～5 時は単元のゴール活動へ至るまでの準備段階と捉え、「話すこと」につ

いては、発表とやり取りを区別せず、児童の活動の状況を見取ることとする。 

・「知識・技能」 教科に関する知識や技能を習得しているかどうかを評価する。 

・「思考・判断・表現」 知識や技能を使って課題を解決するための、思考力や判断力、表現力を評価する。 

・「主体的に学習に取り組む態度」 

自ら学習を調整しながら、粘り強く課題に取り組む態度や、文化に対する理解や他者への配慮をもってコミュニケ

ーションをとろうとする態度などを評価する。 

⑨ 授業時間 単元の該当時間を示した。 

⑩ 主な活動内容 毎時の主な活動内容を示した。 

⑪ 評価 
毎時の学習内容に照らして、観点別に学習状況を評価するための規準を示し

た。《 》では評価の３観点を示した。 
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